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計 16 頭の雄ビーグル成犬(平均体重 14 kg) を使用した。体外エコーにて両側の外腸骨動脈の内径












30 分開放置した (E 群)。対照として、同様に右外腸骨動脈にてダブルバルーンカテーテルにて閉




を作り、閉鎖腔にブタ目撃由来エラスターゼを注入し、 30 分開放置した (B+E 群)。同様に右外腸骨動
脈を拡張し、ダブルバルーンカテーテルにて閉鎖腔を作り、生理食塩水を注入し、 30 分開放置した













中膜平滑筋は B+S 群と B+E 群に変性・消失の傾向が見られたが、他群と有意差は認めなかった。
外弾性板の変性・消失はエラスターゼを作用させた群 (E 群、 B+E 群)にのみ見られ、 B+E 群では有意
であった。内弾性板の消失は S 群と比較し、 E 群、 B+E 群で有意に消失の傾向があり、 B+S 群と比
較して B+E 群が有意に消失の傾向が見られた。新生内膜肥厚面積は、 S 群と比較し、いずれの群も
有意で、は無かった。免疫組織学的には CD3 、 CD20 の染色にて、 S 群と比較し、いずれの群も有意な






















計 16 頭の雄ビーグ、ル成犬(平均体重 14 kg) を使用した。以下の 4群に分けて実験を行った。
I 非バルーン拡張群 (n=8)
左外腸骨動脈にダブルバルーンカテーテルにて閉鎖腔を作り、閉鎖腔にブタ勝由来エラスターゼを注
入し、 30 分開放置した (E 群)。対照として、同様に右外腸骨動脈にてダブルバルーンカテーテルにて




閉鎖腔にエラスターゼを注入し、 30 分開放置した (B+E 群)。同様に右外腸骨動脈を拡張し、ダブルバル








組織学的検討:外弾性板の変性・消失は B十E 群では有意であった。内弾性板の消失は S 群と比較し、 E
群、 B+E 群で有意に消失の傾向があり、 B+S 群と比較して B+E 群が有意に消失の傾向が見られた。免
疫組織学的には、いずれの群も有意な CD3 、 CD20 陽性リンパ球浸潤は見られなかった。
本研究では、 IVR の簡便かっ低侵襲な手技で、破裂しにくい動脈癌モデルの作成に初めて成功している。
今後の応用が期待され、臨床的な意義の高い内容であるであることから、本論文は博士(医学)の学位
論文として合格と認められる。
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